
くうきしゃだんき 空気し e 断器 (ABB) (英) air-blast 

circuit breaker (独)Druckluftschalter (仏)disjoncteur pneｭ

umatique 電気回路をしゃ断するときに発生するアークを圧縮

空気を吹き付けてしゃ断 L-.さらに高気圧による銭点聞の高絶

縁耐力を利用して交流回路をしゃ断するものである。

しゃ断能力が同じ場合は，圧縮空気の圧力が大きいほど小形

にできるので，地上用の場合は 15-20 気圧ぐらレにとって L 、

るものが多いが，車両用として使用する場合は，いままでブレ

ーキ用に使用していた圧縮空気を，そのまま利用するほうが有

利であるから 8-9 気圧で使用している。

しゃ断部と断路部を別々にもっているものが多いが， 1IIIj者を

共通にしているものもある。前者の場合は，しゃ断部をがし、

(碍)管内に収め，圧縮空気を吹き付けて，しゃ断時のアークを

ìJ'j弧した後，断路部を開き，その後しゃ断部を jlf閉合して，回

路の絶縁は断路部のみで確保するようにな っ ている。そして閉

路は断路部投入により行なわれる。後者の場合は，しゃ断 ffilが

世rr路市lを共用し，いったん開路すると料開路の信号がくるまで

は，がし、管気中|村で開路状態を保ち，絶縁もここで確保さ

れる。

交流電気車に使用する場合は.高}HUIのパンタグラフのすぐ

近くに設践し，回路の常時開閉の役 H のほか事故竃流しゃ断能

力をもっているので，電気車の重要な保護機器;の ーっとな っ て

いる。釈放指令が仕l てから 2- 3c/s でしゃ断を完了する。

交流電気 í~r用空気しゃ断:r，;ú例l

|凶は交流電気 ï!I月~~~(しゃ断然の例である。
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くうきふきつけし e だんき 空気吹付しゃ断器 (~) 

air-blast circuit breaker しゃ断禄は電力系統において，短絡電

流のような故障時の大電流でも ， 支障なく開閉するこ とのでき

る保具であるが，大1[ ì止をしゃ断する際には，必ずアークが発

生する。 この 7- ? を消滅させる方法として，圧縮空気を吹き

付けて行なう方式の交流しゃ断器を空気l次付しゃ断器と L 、う。

これは油を使用していないため，火災の危険がないこと，点検

手入れが簡単で清潔なこと， しゃ断性能の優秀なことなどの利

点があるため，戦後わが国でも製作が始められ，次第に油入しゃ

断訟に代わって使用されているが，空気圧縮装1丘を保守するわ

く

ずらわしさが欠点ともいえる。

このしぞ断;r.，の空気l火付方式には，績吹付形とノズル形とが

ある。備l吹付形は圧縮空気の流れがア ークに直角に当たるもの

で，電日Jが比較的(ほししゃ断電流の大きい場合に効果的であ

る。ノ ズル形は大電流のしゃ断には大量の空気が必要であるの

で，比較的電圧が高く，しゃ断電流が小さい場合に多く用いら

れている。これは可動部分が軽員であるため，高速度再閉路に

も適している。また，使用電圧が高くなるにつれ，ノズルを大

きくしなければならないが. そのため空気使用量が増大するの

で，それよりも同じ形のノズルを直列にして多重しゃ断にする

ほうが有利となる。いずれの方式も 7-?の発生している時間

がしゃ断電流の大きさと無関係に・定し ， かつ短<.すぐれた

しゃ附i性能をもってし、る。

空気しゃ断:>.:~の対地絶縁は，がし、し形油入しゃ断官官と 同綴な

世間J製品による，古川、し形であるが，極聞の絶縁は特にノズノレ

形では，ノズルがしゃ断時に，いったん開いた後に閉じる構造

となっているため，別に陸rr路部を設けて ， これによる大気中絶

縁方式とするものが多い。空気圧縮機から空気だめにたくわえ

られる JE納~Äは，普通にはしゃ断穏に用いられる圧縮空気よ

りも気圧を向くし，貯蔵設が多く， また空気の乾燥，精製も行

たわれるようになっている。各しゃ断;r.にも補助空気だめが付

b'.する。

このしゃ断然は一般に発変電所用として油入しゃ断器と同様

に使用されるが，特に電鉄用交流変電所のき電用しゃ断器は，

高速度再開路を行ない，また事故電流のしゃ断回数も一般のも

のに比べて多いことから，空気吹付しゃ断絡が使用されるこ と

が多い。東海i直新幹線の*き'!tJ)Z分所に使用する切替用しゃ断

然も，多ひんl長操作の必要から，この種のしゃ断総を使用して

いる。また，交流電気車に使用するしゃ断器には，小形軽量，

点検簡易，幾燃などのlf，で最も適しており，もっぱらこの種類

のものが使用されている。 ー」電鉄用変電所。

(小野田総)

くうきブレーキそうち 空気ブレーキ装置 (新幹線旅

客電車用) 新幹線電車のようにプレ ーキ初速度が高いとプレ

ーキ距離がi直観距離をはるかに上回るので，火急の場合のプレ

キを除き A.T. C による制御を受け，運動エネルギーの吸収

には経済的な電気プレーキを主とする空気プレ ーキ となってい

る。空気ブレーキの使用時期はプレーキ末期lの電気プレーキ失.

効の低速域 (50km/h 以下)から停止までを原則l とし，他は電気

プレーキの補jtであり，プレーキ弁ハンドノレ扱いは停止位置合

せ程度にすぎない。しかしながら電気プレーキが高速威で，し、っ

失効しても乗りごこちをそこなわないで直ちに空気ブレーキに

変換可能で，高速域から空気プしーキのみのプレーキも可能な

1生自Eをも っ ている。

在来の空気ブレーキ方式において，列車分離時に自動的にプ

レーキを作用させることを兼ね うるため例外なしに採用されて

いたプレーキ符減圧方式のプレーキ管をやめ，列車を 1 往復す

る緊急プレーキ回路と名づける電気回路に置き換え，空気プレ

ーキの指令も A.T.C. 指令に直結する電磁弁な どを使用し，引

通し電気回路に述がる電滋弁の消励磁により，士曽減圧される直

通管を電磁l直通;I;iJ御器によ ってフィー ドパッ F して各車いっせ
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